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場所：明野図書館 視聴覚室 

日時：２月７日（火）  

１１：００～１２：００ 

気軽に発声練習してみませんか？ 

もちろんお子さんも参加できます☆ 

２月、３月のテーマは、 

『幕末志士の言葉』！ 

 

タイトル文字：滝平二郎 

 

【幼児向けおはなし会】 

毎週水曜日は視聴覚室開放 day♪ 

２月 １日、８日、２２日 

⇒１０：００～ 

２月 １５日   ⇒１１：００～ 

 

≪図書館スタッフ≫（児童室） 

いつ：２月４日（土） 

時間→１１：００～ 

≪「やまびこ」さん≫（視聴覚室） 

いつ：２月１９日（日） 

時間→１５：００～ 

 

場所：明野図書館 視聴覚室 

日時：２月２５日（土）１０：３０～ 

内容：「おじゃる丸 満月ロード危機一髪」 

    （上映時間：５０分） 

お申込不要です。無料でご覧いただけます。 

場所：明野図書館 視聴覚室 

日時：２月２６日（日） 

   １４：００～１５：００ 

みんなで折ったおりがみで、明野図

書館の玄関を飾りませんか？ 

どなたでもご参加いただけます！ 

持ち物もありません。 

お申込不要、無料です。 

場所：明野図書館 展示ケース  

期間：２月１日（水）～ 

内容：利用者の皆さんからいただいた、感想・おすすめ

ポイントが書かれたカードと対象の本を、展示・貸出し

ます！どんな本が並ぶのか…お楽しみに☆ 

 

場所：明野図書館 カウンター前「特集コーナー」  

期間：２月１日（水）～２月２８日（火） 

内容：二月のテーマは「あたたかい本」です。心も体も

ぽっかぽかする本を集めてみました。ぜひご来館の際は、

お立ち寄りください(*^_^*) 



 

－くらしに生かそうみんなの図書館－                    

明野図書館        ℡:0296-52-2466  http://library-city-chikusei.jp/
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「本県教育の目標」制定時の思い出（その二） 

塚越喜一郎 

 

 前の「本県教育の目標」制定時の思い出（その一）では、第二及び第三については殆ど述べてい

ませんので、今回それを補おうと考えました。 

 第二、じょうぶな身体をつくり、たくましい心をやしなう。 

「健康、体力」については、（その一）で能力の内容として述べました。 

「たくましい心」については、孟子は「自ら省みて直ければ、千万人と雖も吾往かん」と教えて

います。 

 一方孔子は論語で次のように戒めています。 

「子曰く、暴虎馮河して死して悔いなき者は、吾与（とも）にせざるなり。必ずや事に臨みて懼

れ、謀を好みて成さんものなり」つまり無鉄砲な者はだめで、ことにあたっては慎重で、良く計

画を練って成功するような人が良いのです。 

 なお、私は生きている限りたくましく青春を保てとサミエル・ウルマンの「青春の詩」の一部

を附記します。 

「青春とは人生のある期間を言うのではなく、心の様相を言うのだ。 

〔中略〕人は信念と共に若く、疑惑と共に老ゆる。 

    人は自信と共に若く、恐怖と共に老ゆる。 

    希望ある限り若く、失望と共に老ゆる。」 

第三、郷土を愛し、協力し合う心を育てる。 

 ここでの「郷土」は、生まれ育ったいわゆる郷里だけではなく、今住んでいる居住地が中心で

す。「郷土愛」とはその郷土の自然、文化、産業及びそこの住民の人間性に、大いに関心を持ち、

その向上を望むということです。より美しく、より豊かで、より安全、住民のより豊かな人間性

を求めているのです。 

 二宮尊徳は小田原藩主の命により桜町領の復興に従事。10年計画でしたが、住民達の反抗がも

のすごく、7年経過しても殆ど進まず絶望状態に陥りました。困った尊徳は静かに考えてみようと、

成田山新勝寺で、21日間の断食修行に入りました。その部屋に不動尊の画がありました。不動尊

は、煩悩を抱える最も救いがたい衆生をも、力ずくでも救おうとする慈悲の仏なので、それを見

てとっさに悟り、再起の志を固め桜町に戻りました。ところがそれまで反抗していた住民達も、

尊徳の断食修行に驚いて反省し、協力に心変わりしました。正に啐啄同時。そこで桜町領の復興

は成功しました。以後復興の依頼が殺到し、約 610ヶ所の復興に成功しました。ここでは尊徳の

断食修行に触発されて住民の意識が啓発されました。「本県教育の目標」では住民一人一人の意

識が開発されなければなりません。その為には協力が必ず必要です。協力はある目的に向かって

力を合わせることです。雷同ではだめです。 

 

（つかごし きいちろう・元茨城県教育次長・元下館市教育長） 

 


